
貸借対照表（2021年６月30日現在）
（単位：千円）

資 産 の 部 負 債 の 部
科 目 金 額 科 目 金 額

流動資産 46,826,246 流動負債 13,341,138
現金及び預金 8,642,883 支払手形 349,177
受取手形 1,125,774 電子記録債務 329,701
電子記録債権 1,619,357 買掛金 9,831,861
売掛金 18,201,444 １年以内償還予定の社債 29,440
商品 13,127,821 未払金 853,831
前渡金 743,943 未払法人税等 780,646
関係会社短期貸付金 2,773,180 未払消費税等 60,797
未収消費税等 126,716 前受金 33,152
その他 469,899 預り金 195,893
貸倒引当金 △4,775 賞与引当金 679,887

固定資産 7,652,906 役員賞与引当金 16,000
有形固定資産 1,980,345 その他 180,751
建物 1,064,005 固定負債 808,689
構築物 15,160 役員退職慰労引当金 483,700
機械及び装置 98,940 長期預り金 15,854
車両運搬具 5,483 繰延税金負債 309,134
工具、器具及び備品 113,859 負債合計 14,149,828
土地 675,592 純 資 産 の 部
建設仮勘定 7,304 株主資本 39,593,334
無形固定資産 72,919 資本金 781,819
ソフトウエア 29,807 資本剰余金 505,296
電話加入権 32,919 資本準備金 505,284
その他 10,192 その他資本剰余金 12
投資その他の資産 5,599,641 利益剰余金 38,333,226
投資有価証券 1,566,412 利益準備金 195,454
関係会社株式 233,669 その他利益剰余金 38,137,771
出資金 72,682 特別償却積立金 4,598
関係会社長期貸付金 1,640,000 固定資産圧縮積立金 7,382
破産更生債権等 131,642 別途積立金 36,020,000
敷金及び保証金 905,679 繰越利益剰余金 2,105,790
前払年金費用 1,166,429 自己株式 △27,009
その他 15,095 評価・換算差額等 735,989
貸倒引当金 △131,970 その他有価証券評価差額金 636,790

繰延ヘッジ損益 99,199
純資産合計 40,329,323

資産合計 54,479,152 負債純資産合計 54,479,152



損益計算書（2020年７月１日から2021年６月30日まで）
（単位：千円）

科 目 金 額

売上高 138,855,136
売上原価 124,545,236
売上総利益 14,309,900

販売費及び一般管理費 11,627,418
営業利益 2,682,482

営業外収益 457,463
受取利息・配当金 81,107
受取手数料 203,696
受取賃貸料 46,931
売電収入 23,356
その他 102,370

営業外費用 37,557
支払利息 17,263
売電費用 14,557
その他 5,736
経常利益 3,102,388

特別利益 13,644
固定資産売却益 13,644

特別損失 22,189
固定資産売却損 20,543
固定資産除却損 1,645

税引前当期純利益 3,093,843
法人税、住民税及び事業税 1,090,377
法人税等調整額 △97,030
当期純利益 2,100,496



株主資本等変動計算書（2020年７月１日から2021年６月30日まで）
（単位：千円）

株 主 資 本
資 本 金 資 本 剰 余 金

資 本 準 備 金 その他資本剰余金 資本剰余金合計
当期首残高 781,819 505,284 12 505,296
当期変動額
剰余金の配当 －
当期純利益 －
自己株式の取得 －
特別償却積立金の取崩 －
別途積立金の積立 －
株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

当期変動額合計 － － － －
当期末残高 781,819 505,284 12 505,296

　

（単位：千円）
株 主 資 本
利 益 剰 余 金

利益準備金 そ の 他 利 益 剰 余 金
特 別 償 却 積 立 金 固定資産圧縮積立金 別 途 積 立 金

当期首残高 195,454 9,615 7,382 34,760,000
当期変動額
剰余金の配当
当期純利益
自己株式の取得
特別償却積立金の取崩 △5,016
別途積立金の積立 1,260,000
株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

当期変動額合計 － △5,016 － 1,260,000
当期末残高 195,454 4,598 7,382 36,020,000



（単位：千円）
株 主 資 本

利 益 剰 余 金
自 己 株 式 株 主 資 本

合 計その他利益剰余金 利益剰余金合計繰越利益剰余金
当期首残高 1,593,003 36,565,456 △20,401 37,832,171
当期変動額
剰余金の配当 △332,726 △332,726 △332,726
当期純利益 2,100,496 2,100,496 2,100,496
自己株式の取得 － △6,607 △6,607
特別償却積立金の取崩 5,016 － －
別途積立金の積立 △1,260,000 － －
株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

当期変動額合計 512,787 1,767,770 △6,607 1,761,162
当期末残高 2,105,790 38,333,226 △27,009 39,593,334

（単位：千円）
評 価 ・ 換 算 差 額 等

純 資 産 合 計その他有価証券
評 価 差 額 金 繰延ヘッジ損益 評価・換算差額等合計

当期首残高 481,709 23,764 505,473 38,337,644
当期変動額
剰余金の配当 △332,726
当期純利益 2,100,496
自己株式の取得 △6,607
特別償却積立金の取崩 －
別途積立金の積立 －
株主資本以外の項目の
当期変動額（純額） 155,080 75,435 230,516 230,516

当期変動額合計 155,080 75,435 230,516 1,991,679
当期末残高 636,790 99,199 735,989 40,329,323



個別注記表
重要な会計方針
1. 有価証券の評価基準及び評価方法
（1）子会社株式及び

関連会社株式
移動平均法による原価法

（2）その他有価証券
　① 時価のあるもの 　決算期末日の市場価格等に基づく時

価法（評価差額は全部純資産直入法に
より処理し、売却原価は移動平均法に
より算定）

　② 時価のないもの 移動平均法による原価法
2. たな卸資産の評価基準及び評価方法

商 品 個別法による原価法
（収益性の低下による簿価切下げの方
法）

3. 固定資産の減価償却方法
（1）有形固定資産 定率法

　ただし、1998年４月１日以降取得
した建物（建物附属設備を除く）並び
に2016年４月１日以降に取得した建
物附属設備及び構築物につきまして
は、定額法によっております。
　なお、主な耐用年数は以下のとおり
であります。
　建物 15年～38年

（2）無形固定資産 定額法
　なお、自社利用のソフトウエアにつ
きましては、社内における利用可能期
間（５年）に基づく定額法によってお
ります。

4. 重要な引当金の計上基準
（1）貸倒引当金 　債権の貸倒れによる損失に備えるた

め、一般債権につきましては貸倒実績
率により、貸倒懸念債権等特定の債権
につきましては個別に回収可能性を検
討して回収不能見込額を計上しており
ます。

（2）賞与引当金 　従業員の賞与の支出に備えるため、
支給見込額に基づき計上しておりま
す。

（3）役員賞与引当金 　役員の賞与の支出に備えるため、支
給見込額に基づき計上しております。

（4）退職給付引当金 　従業員の退職給付に備えるため、当
事業年度末における退職給付債務及び
年金資産の見込額に基づき、当事業年
度末において発生していると認められ
る額を計上しております。

　
① 退職給付見込額の
期間帰属方法

　退職給付債務の算定にあたり、退職
給付見込額を当事業年度末までの期間
に帰属させる方法については、給付算
定式基準によっております。

② 数理計算上の差異
の費用処理方法

　数理計算上の差異は、各事業年度の
翌年度に一括処理しております。

（5）役員退職慰労
引 当 金

　役員の退職慰労金の支出に備えるた
め、内規に基づく期末要支給額を計上
しております。

5. その他計算書類作成のための基本となる重要な事項
（1）退職給付に係る会計処理

　退職給付に係る未認識数理計算上の差異の未処理額の
会計処理の方法は、連結計算書類における会計処理の方
法と異なっております。

（2）外貨建の資産及び負債の本邦通貨への換算基準
　外貨建金銭債権債務は、決算日の直物為替相場により
円貨に換算し、換算差額は損益として処理しております。

（3）ヘッジ会計の方法
① 繰延ヘッジ等の

ヘッジ会計の方法
　繰延ヘッジ処理を採用しておりま
す。為替予約のうち振当処理の要件を
満たしている場合は振当処理を採用し
ております。

② ヘッジ手段と
ヘッジ対象

為替予約…………外貨建債権債務及び
外貨建予定取引

③ ヘッジ方針 　当社は、商品の輸出入取引に係る為
替変動リスクについてヘッジすること
を原則としております。

④ ヘッジの有効
性評価の方法

　ヘッジ手段の変動額の累計額と、ヘ
ッジ対象の変動額の累計額を比較し
て、有効性の判定を行っております。

（4）消費税等の会計処理 消費税等の会計処理は、税抜方式によ
っております。



貸借対照表に関する注記
1. 仕入債務の担保に供している資産
　 （担保提供資産）

定期預金 20,042千円
投資有価証券 803,653千円
　 計 823,695千円

　 （対応債務）
支払手形 4,132千円
買掛金 302,402千円
未払金 507千円
　 計 307,043千円

2. 有形固定資産の減価償却累計額 3,303,831千円
3. 保証債務
（1）以下の関係会社の銀行取引に対して保証を行っておりま
す。
東海シープロ㈱ 7,800千円
TOKAI DENPUN USA,INC. 1,039,452千円
統凱貿易(上海)有限公司 74,175千円
串本食品㈱ 96,412千円
　 計 1,217,839千円

（2）以下の関係会社の仕入債務に対して保証を行っておりま
す。
桑村産興㈱ 61,606千円
㈱さんわ 31,832千円
東海シープロ㈱ 119,300千円
　 計 212,738千円

（3）以下の関係会社の未経過リース料に対して保証を行って
おります。

SIAM HARVEST CO., LTD. 6,402千円
4. 関係会社に対する短期金銭債権 42,330千円
　 関係会社に対する短期金銭債務 119,077千円

ただし、区分掲記したものを除く。

損益計算書に関する注記
関係会社との取引高
関係会社に対する売上高 1,798,285千円
関係会社からの仕入高 5,915,024千円
関係会社との営業取引以外の取引高
　営業外損益 258,859千円

株主資本等変動計算書に関する注記
当事業年度末における自己株式の種類及び株式数
普通株式 19,022株

税効果会計に関する注記
1. 繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳
繰延税金資産
賞 与 引 当 金 206,141千円
未 払 事 業 税 46,800千円
未 払 社 会 保 険 料 28,880千円
役 員 退 職 慰 労 引 当 金 146,657千円
貸 倒 引 当 金 41,461千円
減 損 損 失 25,528千円
そ の 他 98,909千円

小 計 594,380千円
評 価 性 引 当 額 △236,245千円

小 計 358,135千円
繰延税金負債
繰 延 ヘ ッ ジ 損 益 △43,164千円
前 払 年 金 費 用 △353,661千円
特 別 償 却 積 立 金 △2,001千円
固 定 資 産 圧 縮 積 立 金 △3,212千円
その他有価証券評価差額金 △265,230千円

小 計 △667,270千円
繰延税金資産負債の純額 △309,134千円

2. 法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との
差異の原因となった主な項目別の内訳

法 定 実 効 税 率 30.3％
　（調 整）
交際費等の永久に損金
に 算 入 さ れ な い 項 目 0.6％

住 民 税 均 等 割 等 1.5％
そ の 他 △0.3％
税 効 果 会 計 適 用 後 の
法 人 税 等 の 負 担 率 32.1％



関連当事者との取引に関する注記
1. 子会社及び関連会社等

種類 会社等の名称 所在地
資本金又は
出資金
（千円）

議決権等の
所有（被所
有） 割 合
（％）

関連当事者
との関係 取引の内容 取引金額

（千円） 科 目 期末残高
（千円）

子会社 藤六㈱ 大阪市
中央区 50,000

所有
直接 60.0
間接 40.0

不動産及び事
務機器等の賃
借

資金の
貸付
（注）１

374,189

関係会社
短期貸付金 2,444,301

関係会社
長期貸付金 1,640,000

子会社 東海シープロ
㈱

福岡市
中央区 100,000

所有
直接 20.0
間接 80.0

水産物売上及
び加工製品仕
入

事務手数料
の受領
（注）２

105,042 ― ―

　上記関連当事者との取引の取引金額には消費税等が含まれておらず、期末残高には消費税等が含まれております。

取引条件及び取引条件の決定方針等
（注）1. 当社グループでは、資産の効率化を図る目的で企業相互間の余剰資金を集中管理しております。ただし、一部の設

備投資については、長期的な資金の賃借を行っております。金利は市場金利を勘案し決定しております。
2. 実態を勘案して、一定の計算方法により算出しております。

2. 役員及び主要株主（個人の場合に限る）等

種類 会社等の名称
又 は 氏 名 所 在 地

資本金又は
出資金
（千円）

事業の内容
又は職業

議決権等の
所有（被所
有） 割 合
（％）

関連当事者
との関係

取引の
内容

取引金額
（千円） 科 目 期末残高

（千円）

役員及
びその
近親者
が議決
権の過
半数を
有して
いる会
社等

澱粉不動産㈱
（注）１ ― ― 不動産

賃貸業
被所有
直接12.6

不動産の賃
借及び事務
手数料受領

本社等
土地・
建物の
賃借
（注）２

― 敷金及び
保証金 140,000

15,480 ― ―

　上記関連当事者との取引の取引金額には消費税等が含まれておらず、期末残高には消費税等が含まれております。

取引条件及び取引条件の決定方針等
（注）1. 当社の代表取締役会長神野建二の近親者である相談役神野一成及びその近親者が議決権の100％を直接保有してお

ります。
2. 不動産の賃貸につきましては、近隣の取引実態及び不動産鑑定士の評価に基づいて、所定金額を決定しておりま
す。

3. 澱粉不動産㈱は、「親会社及び主要株主（会社等の場合に限る）等」グループの種類「主要株主」にも該当してお
ります。



１株当たり情報に関する注記
1. １株当たり純資産額 2,182円28銭
2. １株当たり当期純利益 113円64銭
　１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであり
ます。

　 ・当期純利益 2,100,496千円
・普通株式に係る当期純利益 2,100,496千円

　 ・期中平均株式数 18,482千株

その他の注記
1. 退職給付会計注記
（1）採用している退職給付制度の概要

　確定拠出型制度及び確定給付型制度を設けており、確定給
付型の制度として、基金型確定給付企業年金制度を設けてお
ります。

（2）確定給付制度
　 ①退職給付債務の期首残高と期末残高の調整表

退職給付債務の期首残高 8,291,406千円
　勤 務 費 用 268,429千円
　利 息 費 用 5,783千円
　数理計算上の差異の発生額 2,939千円
　退 職 給 付 の 支 払 額 △219,823千円
退職給付債務の期末残高 8,348,733千円

　 ②年金資産の期首残高と期末残高の調整表
年 金 資 産 の 期 首 残 高 9,356,050千円
　期 待 運 用 収 益 233,901千円
　数理計算上の差異の発生額 462,896千円
　事 業 主 か ら の 拠 出 額 142,096千円
　退 職 給 付 の 支 払 額 △219,823千円
年 金 資 産 の 期 末 残 高 9,975,120千円

　 ③退職給付債務及び年金資産の期末残高と貸借対照表に計上
された退職給付引当金及び前払年金費用の調整表
積立型制度の退職給付債務 8,348,733千円
年 金 資 産 △9,975,120千円

△1,626,386千円
未認識数理計算上の差異 459,957千円
貸借対照表に計上された負債と資産の純額 △1,166,429千円

前 払 年 金 費 用 △1,166,429千円
貸借対照表に計上された負債と資産の純額 △1,166,429千円

　
　 ④退職給付費用及びその内訳項目の金額

勤 務 費 用 268,429千円
利 息 費 用 5,783千円
期 待 運 用 収 益 △233,901千円
数理計算上の差異の費用処理額 235,445千円
そ の 他 △6,265千円
確定給付制度に係る退職給付費用 269,491千円

　 ⑤年金資産に関する事項
　 （イ）年金資産の主な内訳

　 年金資産合計に対する主な分類ごとの比率は、次
のとおりであります。

共 同 運 用 資 産 （注） 100.0％
そ の 他 0.0％
　合 計 100.0％
（注）共同運用資産（信託銀行合同運用口）は、様々な

種類の運用対象から構成されており、その内訳は、
株式23.6％ 債券61.7％ その他14.7％でありま
す。

　 （ロ）長期期待運用収益率の設定方法
　 年金資産の長期期待運用収益率を決定するため

に、現在及び予想される年金資産の配分と、年金資
産を構成する多様な資産からの現在及び将来期待さ
れる長期の収益率を考慮しております。

　 ⑥数理計算上の計算基礎に関する事項
　 当事業年度末における主要な数理計算上の計算基礎（加

重平均で表わしております。）
割 引 率 0.1％
長 期 期 待 運 用 収 益 率 2.5％

予定昇給率
　2018年３月31日を基準日として算定した年齢別昇
給指数を使用しております。

（3）確定拠出制度
　 当社の確定拠出制度への要拠出額は、50,015千円であり
ます。

2. 記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。



連結貸借対照表（2021年６月30日現在）
（単位：千円）

資 産 の 部 負 債 の 部
科 目 金 額 科 目 金 額

流動資産 53,942,226 流動負債 17,389,475
現金及び預金 10,166,646 支払手形及び買掛金 12,161,677
受取手形及び売掛金 24,645,713 短期借入金 1,084,411
たな卸資産 17,549,553 １年以内償還予定の社債 29,440
前渡金 762,591 未払法人税等 819,343
その他 835,759 賞与引当金 779,021
貸倒引当金 △18,037 役員賞与引当金 18,800

固定資産 10,723,173 その他 2,496,782
有形固定資産 4,048,634 固定負債 1,853,448
建物及び構築物 2,100,533 繰延税金負債 1,056,000
機械装置及び運搬具 490,719 役員退職慰労引当金 514,403
土地 1,271,163 退職給付に係る負債 128,015
建設仮勘定 23,454 その他 155,029
その他 162,763
無形固定資産 103,124 負債合計 19,242,924
投資その他の資産 6,571,414 純 資 産 の 部
投資有価証券 3,847,846 株主資本 42,529,301
退職給付に係る資産 1,626,386 資本金 781,819
繰延税金資産 11,495 資本剰余金 516,099
その他 1,222,070 利益剰余金 41,258,391
貸倒引当金 △136,384 自己株式 △27,009

その他の包括利益累計額 2,412,041
その他有価証券評価差額金 1,864,695
繰延ヘッジ損益 99,200
為替換算調整勘定 127,646
退職給付に係る調整累計額 320,498
非支配株主持分 481,133
純資産合計 45,422,475

資産合計 64,665,400 負債純資産合計 64,665,400



連結損益計算書（2020年７月１日から2021年６月30日まで）
（単位：千円）

科 目 金 額

売上高 162,645,985
売上原価 145,186,600
売上総利益 17,459,384

販売費及び一般管理費 14,474,472
営業利益 2,984,912

営業外収益 389,696
受取利息 14,115
受取配当金 69,923
受取賃貸料 70,425
受取保険金 35,804
売電収入 23,356
その他 176,070

営業外費用 45,321
支払利息 23,385
売電費用 14,557
その他 7,378
経常利益 3,329,287

特別利益 14,160
固定資産売却益 14,160

特別損失 22,410
固定資産除売却損 22,410

税金等調整前当期純利益 3,321,037
法人税、住民税及び事業税 1,191,302
法人税等調整額 △76,973
当期純利益 2,206,708
非支配株主に帰属する当期純利益 34,065
親会社株主に帰属する当期純利益 2,172,642



連結株主資本等変動計算書（2020年７月１日から2021年６月30日まで）
（単位：千円）

株 主 資 本 その他の包括
利益累計額

資 本 金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 その他有価証券
評価差額金

当期首残高 781,819 516,099 39,417,573 △20,401 40,695,090 1,816,239
当期変動額
剰余金の配当 △332,726 △332,726

親会社株主に帰属する当期純利益 2,172,642 2,172,642

自己株式の取得 △6,607 △6,607
固定資産圧縮積立金の取崩 902 902
株主資本以外の項目の
当期変動額（純額） 48,455

当期変動額合計 ― ― 1,840,818 △6,607 1,834,211 48,455
当期末残高 781,819 516,099 41,258,391 △27,009 42,529,301 1,864,695

（単位：千円）

その他の包括利益累計額
非 支 配
株 主 持 分 純資産合計

繰延ヘッジ
損 益

為 替 換 算
調 整 勘 定

退職給付に係る
調整累計額

その他の包括
利益累計額合計

当期首残高 23,764 28,575 △164,058 1,704,519 422,904 42,822,514
当期変動額
剰余金の配当 △332,726

親会社株主に帰属する当期純利益 2,172,642

自己株式の取得 △6,607
固定資産圧縮積立金の取崩 902
株主資本以外の項目の
当期変動額（純額） 75,436 99,071 484,556 707,521 58,228 765,749

当期変動額合計 75,436 99,071 484,556 707,521 58,228 2,599,961
当期末残高 99,200 127,646 320,498 2,412,041 481,133 45,422,475



連結注記表
連結計算書類作成のための基本となる重要な事項に関
する注記等
1. 連結の範囲に関する事項
連結子会社の数 20社
連結子会社の名称
藤六㈱、五十鈴㈱、東商㈱、
サニー・フーズ㈱、大東㈱、
エム・エイ・トレーディングカンパニー㈱、
スターアグリ㈱、桑村産興㈱、
統凱貿易股份有限公司、TOKAI DENPUN USA,INC.、
統凱貿易(上海)有限公司、SIAM TOKAI CO.,LTD.、
SIAM HARVEST CO.,LTD.、㈱さんわ、㈲三和商会、
TOKAI DENPUN VIETNAM CO.,LTD.、
東海シープロ㈱、TDCサービス㈱、コーチTDC㈱、
串本食品㈱
　子会社はすべて連結されております。

2. 持分法の適用に関する事項
　関連会社につきましては連結純損益及び連結利益剰余金
等に及ぼす影響が軽微であり、かつ全体としても重要性が
ないため、これらの会社に対する投資勘定につきましては、
持分法を適用せず原価法により評価しております。関連会
社は㈱吉原水生以下２社であります。

3. 連結子会社の事業年度等に関する事項
　連結子会社の事業年度の末日は、スターアグリ㈱、㈱さ
んわ、㈲三和商会、串本食品㈱及びTOKA IDENPUN
VIETNAM CO.,LTDの決算日は３月31日、大東㈱、エ
ム・エイ・トレーディングカンパニー㈱、統凱貿易股份有
限公司、TOKAI DENPUN USA,INC.、統凱貿易（上海）
有限公司、SIAM TOKAI CO.,LTD.及びSIAM HARVEST
CO.,LTD.の決算日は４月30日、東商㈱の決算日は５月31
日であり、連結決算日との差異が３ヶ月以内のため、連結
決算日との間に生じた重要な取引の調整を除き、そのまま
連結しております。
　なお、上記以外の連結子会社につきましては、事業年度
の末日は、連結決算日と一致しております。

4. 会計方針に関する事項
（1）重要な資産の評価基準及び評価方法
　 ① 有価証券
　 その他有価証券
　 ・時価のあるもの 　決算期末日の市場価格等に基づく時

価法
（評価差額は全部純資産直入法により
処理し、売却原価は移動平均法により
算定）

　 ・時価のないもの 移動平均法による原価法
　② たな卸資産 主として個別法による原価法

（収益性の低下による簿価切下げの方
法）

（2）重要な減価償却資産の減価償却の方法
① 有形固定資産 定率法

　ただし、1998年４月１日以降取得
した建物（建物附属設備を除く）並び
に2016年４月１日以降に取得した建
物附属設備及び構築物につきまして
は、定額法によっております。
　なお、主な耐用年数は以下のとおり
であります。
　建物及び構築物 15年～38年

② 無形固定資産 定額法
　なお、自社利用のソフトウエアにつ
きましては、社内における利用可能期
間（５年）に基づく定額法によってお
ります。

(3) 重要な引当金の計上基準
① 貸 倒 引 当 金 　債権の貸倒れによる損失に備えるた

め、一般債権につきましては貸倒実績
率により、貸倒懸念債権等特定の債権
につきましては個別に回収可能性を検
討し、回収不能見込額を計上しており
ます。

② 賞 与 引 当 金 　従業員の賞与の支出に備えるため、
支給見込額に基づき計上しておりま
す。

③ 役員賞与引当金 　役員の賞与の支出に備えるため、支
給見込額に基づき計上しております。

④ 役員退職慰労
引 当 金

　役員の退職慰労金の支出に備えるた
め、当社及び一部の連結子会社は内規
に基づく期末要支給額を計上しており
ます。



（4）その他連結計算書類作成のための重要な事項
① 退職給付に係る会計処理の方法
（イ）退職給付見込額の期間帰属方法
　退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当
連結会計年度末までの期間に帰属させる方法について
は、給付算定式基準によっております。

（ロ）数理計算上の差異の費用処理方法
　数理計算上の差異は、各連結会計年度の翌年度に一
括処理しております。

② 重要な外貨建の資産又は負債の本邦通貨への換算基準
　外貨建金銭債権債務は、連結決算日の直物為替相場によ
り円貨に換算し、換算差額は損益として処理しておりま
す。
　なお、在外連結子会社の資産及び負債は、在外子会社の
決算日の直物為替相場により円貨に換算し、収益及び費用
は期中平均為替相場により円貨に換算し、換算差額は純資
産の部における為替換算調整勘定に含めております。
③ 重要なヘッジ会計の方法
・繰延ヘッジ等
のヘッジ会計
の 方 法

　繰延ヘッジ処理を採用しておりま
す。為替予約のうち振当処理の要件を
満たしている場合は振当処理を採用し
ております。

・ヘッジ手段と
ヘ ッ ジ 対 象

為替予約…………外貨建債権債務及び
外貨建予定取引

・ヘッジ方針 　商品の輸出入取引に係る為替変動リ
スクについてヘッジすることを原則と
しております。

・ヘッジの有効
性評価の方法

　ヘッジ手段の変動額の累計額と、ヘ
ッジ対象の変動額の累計額を比較して
有効性の判定を行っております。

④ 消費税等の会計処理 税抜方式を採用しております。

連結貸借対照表に関する注記
1. 仕入債務の担保に供している資産
　 （担保提供資産）

定期預金 20,042千円
投資有価証券 940,121千円
　 計 960,163千円

　 （対応債務）
支払手形及び買掛金 353,138千円
その他（流動負債） 507千円
　 計 353,646千円

2. 有形固定資産の減価償却累計額 5,165,086千円



連結株主資本等変動計算書に関する注記
1. 当連結会計年度の末日に
おける発行済株式の種類
及び総数

普通株式18,499,335株

2. 当連結会計年度中に行った剰余金の配当に関する事項

決 議 株式の種類 配当金の総額 １株当たり配当額 基 準 日 効力発生日
2020年９月25日
定時株主総会 普通株式 332,726千円 18円 2020年６月30日 2020年９月28日

3. 当連結会計年度の末日後に行う剰余金の配当に関する事項

決議予定 株式の種類 配当の原資 配当金の総額 １株当たり
配当額 基 準 日 効力発生日

2021年９月29日
定時株主総会 普通株式 利益剰余金 369,606千円 20円 2021年６月30日 2021年９月30日



金融商品に関する注記
1. 金融商品の状況に関する事項
（1）金融商品に対する取組方針

　当社グループは、運転資金、設備資金についてまず営
業キャッシュ・フローで獲得した資金を投入し、不足分
について必要な資金（主に銀行借入）を調達しておりま
す。一時的な余資は主に流動性の高い金融資産で運用し
ております。デリバティブは、後述するリスクを回避す
るために利用しており投機的な取引は行わない方針であ
ります。

（2）金融商品の内容及びそのリスク
　営業債権である受取手形及び売掛金は、顧客の信用リ
スクに晒されております。
　投資有価証券は、主に純投資目的の債券、投資信託及
び業務上の関係を有する企業の株式であり、市場価格の
変動リスクに晒されております。
　営業債務である支払手形及び買掛金は、そのほとんど
が３か月以内の支払期日であります。
　デリバティブ取引は外貨建の営業債権債務に係る為替
の変動リスクに対するヘッジ取引を目的とした為替予約
取引であります。なお、ヘッジ会計に関するヘッジ手段
とヘッジ対象、ヘッジ方針、ヘッジの有効性の評価方法
等については、前述の連結計算書類作成のための基本と
なる重要な事項に関する注記等「４．会計方針に関する
事項 （4）その他連結計算書類作成のための重要な事項
③重要なヘッジ会計の方法」をご参照下さい。

（3）金融商品に係るリスク管理体制
① 信用リスク（取引先の契約不履行等に係るリスク）の管
理
　当社グループは、営業債権について、取引先の状況を定
期的にモニタリングし、取引相手ごとに期日及び残高を管
理するとともに、財務状況等の悪化等による回収懸念の早
期把握や軽減を図っております。また、デリバティブ取引
の利用にあたっては、カウンターパーティリスクを軽減す
るために信用度の高い優良金融機関とのみ取引を行ってお
ります。

　
② 市場リスク（為替や金利等の変動リスク）の管理
　当社グループは、外貨建ての営業債権債務について、原
則として先物為替予約を利用してヘッジしております。な
お、為替相場の状況により、輸出に係る予定取引により確
実に発生すると見込まれる外貨建営業債権に対する先物為
替予約を行っております。デリバティブ取引については、
社内規程に基づき担当役員等の承認の範囲内で当社業務部
が行っており、為替変動のリスクに備える以外の実需のな
い投機的な取引は行わない方針を採っております。
　投資有価証券については、市況や取引先企業との関係を
勘案して保有状況を継続的に見直しております。
③ 資金調達に係る流動性リスク（支払期日に支払いを実行
できなくなるリスク）の管理
　当社グループは、当社業務部経理課が適時に資金繰計画
を作成・更新するとともに、手許流動性の維持などにより
流動性リスクを管理しております。

（4）金融商品の時価等に関する事項についての補足説明
　金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市
場価格がない場合には合理的に算定された価額が含まれて
おります。当該価額の算定においては変動要因を織り込ん
でいるため、異なる前提条件等を採用することにより、当
該価額が変動することがあります。



2. 金融商品の時価等に関する事項

2021年６月30日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。なお、時価を
把握することが極めて困難と認められるものは含まれておりません（（注）２ 参照）。

　 連結貸借対照表計上額
（千円）

時価
（千円）

差額
（千円）

（1）現金及び預金 10,166,646 10,166,646 ―
（2）受取手形及び売掛金 24,645,713 24,645,713 ―
（3）投資有価証券 3,757,510 3,757,510 ―
資産計 38,569,870 38,569,870 ―
　 支払手形及び買掛金 12,161,677 12,161,677 ―
負債計 12,161,677 12,161,677 ―
デリバティブ取引（※）

　 ヘッジ会計が適用されているもの 142,364 142,364 ―
デリバティブ取引計 142,364 142,364 ―
（※）デリバティブ取引によって生じた正味の債権・債務は純額で表示しております。
（注）１ 金融商品の時価の算定方法

（資産）
（1）現金及び預金、並びに(2) 受取手形及び売掛金
　これらは短期間で決済されるものであるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額によっ
ております。

（3）投資有価証券
　これらの時価について、株式は取引所の価格によっており、債券等は取引所の価格又は取引金融機関等から提
示された価格によっております。

（負債）
支払手形及び買掛金
　これらは短期間で決済されるものであるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額によっ
ております。

（デリバティブ取引）
　時価の算定方法は、取引先金融機関から提示された価格等に基づき算定しております。また、為替予約等の振
当処理によるものは、ヘッジ対象とされている売掛金及び買掛金と一体として処理されているため、その時価は、
当該売掛金及び買掛金の時価に含めて記載しております。

　 ２ 時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品
区分 連結貸借対照表計上額（千円）

非上場株式 90,336
　上記については、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難と認められることから、「（3）投資有価証券」
には含めておりません。



3. 金銭債権及び満期のある有価証券の連結決算日後の償還予定額

　 １年以内
（千円）

１年超５年以内
（千円）

５年超10年以内
（千円）

10年超
（千円）

現金及び預金 10,166,646 ― ― ―
受取手形及び売掛金 24,645,713 ― ― ―
投資有価証券
その他有価証券のうち満期があるもの

その他 ― ― ― ―
合計 34,812,360 ― ― ―

１株当たり情報に関する注記
1. １株当たり純資産額 2,431円84銭
2. １株当たり当期純利益 117円55銭
　１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりで
あります。

　 ・親会社株主に帰属する当期純利益 2,172,642千円
・普通株式に係る親会社株主に帰属

　 する当期純利益
2,172,642千円

　 ・期中平均株式数 18,482千株



その他の注記
1. 税効果会計注記
（1）繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内

訳
　 繰延税金資産

賞 与 引 当 金 237,186千円
未 払 事 業 税 49,309千円
未 払 社 会 保 険 料 33,122千円
連結上の未実現利益の調整 26,839千円
退 職 給 付 に 係 る 負 債 5,599千円
役 員 退 職 慰 労 引 当 金 156,526千円
貸 倒 引 当 金 44,135千円
税 務 上 の 繰 越 欠 損 金 689,105千円
投 資 有 価 証 券 評 価 損 82,195千円
減 価 償 却 費 6,075千円
減 損 損 失 689,603千円
そ の 他 57,696千円

小 計 2,077,395千円
評 価 性 引 当 額 △1,665,195千円

小 計 412,199千円
　 繰延税金負債

繰 延 ヘ ッ ジ 損 益 △43,165千円
連結上の貸倒引当金の調整 △170千円
特 別 償 却 積 立 金 △2,001千円
その他有価証券評価差額金 △853,986千円
土 地 評 価 差 額 金 △49,437千円
固 定 資 産 圧 縮 積 立 金 △13,777千円
退 職 給 付 に 係 る 資 産 △493,120千円
そ の 他 △1,045千円

小 計 △1,456,704千円
繰延税金資産負債の純額 △1,044,504千円

（2）法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率と
の差異の原因となった主な項目別の内訳
法 定 実 効 税 率 30.3％
　（調 整）
交際費等の永久に損金
に 算 入 さ れ な い 項 目 0.6％

住 民 税 均 等 割 等 1.5％
評 価 性 引 当 額 の 増 減 △0.3％
そ の 他 1.5％
税 効 果 会 計 適 用 後 の
法 人 税 等 の 負 担 率 33.6％



2. 退職給付会計注記
（1）採用している退職給付制度の概要

　当社及び連結子会社は、確定拠出型制度及び確定給付
型制度を設けており、確定給付型の制度として、基金型
確定給付企業年金制度及び退職一時金制度を設けており
ます。
　なお、一部の国内連結子会社は中小企業退職金共済制
度に加入しております。
　また、一部の在外連結子会社は確定拠出型の制度を設
けております。

（2）確定給付制度
　 ①退職給付債務の期首残高と期末残高の調整表

退職給付債務の期首残高 8,410,116千円
　勤 務 費 用 268,429千円
　利 息 費 用 5,783千円
　数理計算上の差異の発生額 2,939千円
　退 職 給 付 の 支 払 額 △219,823千円
　そ の 他 9,305千円
退職給付債務の期末残高 8,476,749千円

　 ②年金資産の期首残高と期末残高の調整表
年 金 資 産 の 期 首 残 高 9,356,050千円
　期 待 運 用 収 益 233,901千円
　数理計算上の差異の発生額 462,896千円
　事 業 主 か ら の 拠 出 額 142,096千円
　退 職 給 付 の 支 払 額 △219,823千円
年 金 資 産 の 期 末 残 高 9,975,120千円

　 ③退職給付債務及び年金資産の期末残高と連結貸借対照
表に計上された退職給付に係る負債及び退職給付に係る
資産の調整表
積立型制度の退職給付債務 8,348,733千円
年 金 資 産 △9,975,120千円

△1,626,386千円
非積立型制度の退職給付債務 128,015千円
連結貸借対照表に計上された負債と資産の純額 △1,498,371千円

退 職 給 付 に 係 る 負 債 128,015千円
退 職 給 付 に 係 る 資 産 △1,626,386千円
連結貸借対照表に計上された負債と資産の純額 △1,498,371千円

　 ④退職給付費用及びその内訳項目の金額
勤 務 費 用 268,429千円
利 息 費 用 5,783千円
期 待 運 用 収 益 △233,901千円
数理計算上の差異の費用処理額 235,445千円
そ の 他 6,368千円
確定給付制度に係る退職給付費用 282,124千円

　 ⑤退職給付に係る調整累計額
　 退職給付に係る調整累計額に計上した項目（税効果控

除前）の内訳は次のとおりであります。

未認識数理計算上の差異 △459,957千円
　合 計 △459,957千円

　 ⑥年金資産に関する事項
　 （イ）年金資産の主な内訳

　 年金資産合計に対する主な分類ごとの比率は、
次のとおりであります。

共 同 運 用 資 産 （注） 100.0％
そ の 他 0.0％
　合 計 100.0％
（注）共同運用資産（信託銀行合同運用口）は、様々

な種類の運用対象から構成されており、その内訳
は、株式23.6％ 債券61.7％ その他14.7％であ
ります。

　 （ロ）長期期待運用収益率の設定方法
　 年金資産の長期期待運用収益率を決定するため

に、現在及び予想される年金資産の配分と、年金
資産を構成する多様な資産からの現在及び将来期
待される長期の収益率を考慮しております。

　 ⑦数理計算上の計算基礎に関する事項
　 当連結会計年度末における主要な数理計算上の計算基

礎（加重平均で表わしております。）
割 引 率 0.1％
長 期 期 待 運 用 収 益 率 2.5％

予定昇給率
　2018年３月31日を基準日として算定した年齢別昇
給指数を使用しております。

（3）確定拠出制度
　 当社及び連結子会社の確定拠出制度への要拠出額は、
71,601千円であります。

　
3. 記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。

　


